




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































府県 内務→陸海軍照会 氏名 事績 没年 備考　（内）は内務省意見
1 茨城県 明治25年４月21日 白石平八郎 稲吉宿にて闘死 文久元年
2 茨城県 同上 白石内蔵之進 同上 同上
3 青森県 明治25年３月７日 別表なし氏名不詳 ― ― 負傷の上従軍を離れ帰宅治療数年後
死亡につき除外（内）
4 青森県 同上 別表なし氏名不詳 ― ― 同上
5 青森県 同上 別表なし氏名不詳 ― ― 同上
6 茨城県 明治26年３月７日 潮田新一郎 品川駅にて戦死 明治元年
7 茨城県 同上 吉江永太郎 那珂湊にて戦死（天狗党乱） 元治元年
8 茨城県 同上 広瀬規矩松 幕吏捕縛護送中死亡 同上
9 茨城県 同上 石井佐介 下館にて斬首 同上
10 茨城県 同上 常井熊次郎 水戸獄舎にて死亡 元治２年
11 茨城県 同上 樫村元之介 小梅別邸幽囚中死亡 元治元年
12 茨城県 同上 飯田周吉 那珂湊にて戦死（天狗党乱） 同上
13 茨城県 同上 東ケ崎浅右衛門 山方村にて戦死 同上
14 茨城県 同上 札恒英 鹿島町宮中にて戦死 同上
15 茨城県 同上 織田広愛 高浜村にて捕誅 同上
16 茨城県 同上 青柳貞五郎 敦賀駅にて自刃（天狗党乱） 同上
17 茨城県 同上 今泉丹司 同上（天狗党乱） 同上
18 茨城県 同上 新橋米吉 那珂湊にて戦死（天狗党乱） 同上
19 茨城県 同上 小倉勇 八丈村にて銃殺 同上
20 茨城県 同上 舘主一郎 江戸にて病死 同上 病死につき除外 (内）
21 広島県 明治26年３月８日 唐崎常陸介 勤王の志ならず屠腹 寛政８年 嘉永６年以前死亡につき除外（内）
22 千葉県 明治26年３月８日 内藤孝四郎 戊辰戦争 明治元年
23 千葉県 同上 山崎弥五右衛門 同上 同上
24 千葉県 同上 上田浅之助 同上 同上
25 千葉県 同上 古川滝蔵 同藩士に暗殺 元治元年
26 千葉県 同上 杉山對軒 同藩士に暗殺 明治２年
27 千葉県 同上 恵山光次 戊辰戦争 明治２年 合祀済につき除外（内）
28 栃木県 明治26年３月８日 水田録三 那珂湊にて戦死（天狗党乱） 元治元年
29 熊本県 明治26年３月９日 日向彦四郎 戊辰戦争 明治２年
30 熊本県 同上 坂田源助 同上 同上
31 熊本県 同上 平田安太郎 同上 同上
32 熊本県 同上 渡辺太次右衛門 同上 同上
33 熊本県 同上 勝右衛門 同上 同上
34 熊本県 同上 助八 同上 同上
35 熊本県 同上 徳平 同上 同上
36 熊本県 同上 常吉 同上 同上
37 熊本県 同上 壽八 同上 同上
38 熊本県 同上 仙助 同上 同上
39 熊本県 同上 浅吉 同上 同上
40 熊本県 同上 岩右衛門 同上 同上
41 熊本県 同上 弥吉 同上 同上
42 熊本県 同上 茂八 同上 同上
43 熊本県 同上 熊五郎 同上 同上
44 熊本県 同上 久兵衛 同上 同上
45 熊本県 同上 駒蔵 同上 同上
46 熊本県 同上 桑ノ弓 同上 同上
47 熊本県 同上 杉田川 同上 同上
48 熊本県 同上 常助 同上 同上
49 熊本県 同上 源次郎 同上 同上
50 熊本県 同上 辰蔵 同上 同上
51 熊本県 同上 作平 同上 同上
52 熊本県 同上 山野平八郎 長州征討 慶応２年 長防の役戦死につき除外（内）
53 群馬県 明治26年３月９日 村上俊平 幕吏捕縛斬首 元治元年
54 福岡県 明治26年３月９日 石蔵卯平 天草富岡にて暗殺 慶応４年


























56 和歌山県 明治26年３月13日 榎本木酢 長州征討 慶応２年 長防の役戦死につき除外（内）
57 和歌山県 同上 印東新十郎 同上 同上 同上
58 和歌山県 同上 米田兼吉 同上 同上 同上
59 和歌山県 同上 栗本卯兵衛 同上 同上 同上
60 和歌山県 同上 宇井友右衛門 同上 同上 同上
61 和歌山県 同上 橋本角兵衛 同上 同上 同上
62 和歌山県 同上 野村半兵衛 同上 同上 同上
63 和歌山県 同上 銀右衛門 同上 同上 同上
64 和歌山県 同上 城本喜七 同上 同上 同上
65 岡山県 明治26年３月13日 岸静江 長州征討 慶応２年 長防の役戦死につき除外（内）
66 岡山県 同上 関屋鉦一郎 同上 同上 同上
67 岡山県 同上 妹尾三郎平 監中病死 明治５年 東京帝都不適当を議すにつき除外
（内）
68 長崎県 明治26年３月14日 永尾平左衛門 佐幕党に追われ自刃 記載なし
69 長崎県 同上 倉掛安之允 勝井党の為に刺され自刃 記載なし
70 長崎県 同上 髙尾金左衛門 勝井党の為に屠腹 記載なし
71 長崎県 同上 髙尾傳 勝井党の為に暴殺 記載なし
72 長崎県 同上 髙尾猪吉郎 自刃 記載なし
73 長崎県 同上 阿比留源之進 勝井党に縛せられ死亡 記載なし
74 長崎県 同上 吉田志津馬 記載なし 事実不明のため除外（内）
75 長崎県 同上 國府三左衛門 記載なし 同上
76 長崎県 同上 佐治謙之丞 記載なし 同上
77 長崎県 同上 吉村杢之允 記載なし 同上
78 福島県 明治26年３月14日 西貫之助 水戸城下に戦死（天狗党） 元治元年
79 福島県 同上 植田金助 戊辰役奥羽追討従軍戦死 慶応４年
80 福島県 同上 上平綱五郎 戊辰役奥羽追討従軍戦死 慶応４年
81 福島県 同上 山際久太夫 禁門の変 元治元年 禁門守衛戦死につき除外（内）
82 福島県 同上 中澤鉄之助 禁門の変 元治元年 同上
83 福島県 同上 窪田伴治 禁門の変 元治元年 同上
84 福島県 同上 鈴木武司 禁門の変 元治元年 同上
85 福島県 同上 小原治八 禁門の変 元治元年 同上
86 福島県 同上 髙橋猪三郎 禁門の変 元治元年 同上
87 福島県 同上 髙橋勝右衛門 禁門の変 元治元年 同上
88 福島県 同上 馬場八郎 禁門の変 元治元年 同上
89 福島県 同上 降矢寅吉 戊辰役奥羽追討従軍戦死 慶応４年 明治２年合祀済につき除外（内）
90 愛知県 明治26年３月15日 鳥居林七 那珂湊屯集浪士追討中戦死 元治元年 水戸藩国難の節追討の命を受け戦死
につき除外（内）
91 愛知県 同上 里見甕夫 禁門の変後死亡 元治元年 殉難の事蹟不詳につき除外（内）
92 愛知県 同上 坂田甚作 事蹟不詳 記載なし 同上
93 山口県 明治26年３月17日 西郷甚八 長州征討 慶応３年
94 山口県 同上 中村留吉 藩内党議沸騰の際戦死 慶応元年
95 山口県 同上 利吉 藩内党議沸騰の際戦死 慶応元年
96 山口県 同上 青木與三郎 禁門の変 元治元年
97 山口県 同上 津田愛之助 禁門の変 元治元年




99 鹿児島県 同上 野村藤七郎 禁門の変 元治元年 禁門守衛戦死につき除外（内）
100 鹿児島県 同上 牧元丈助 禁門の変後病死 元治元年 禁門の変後病死につき除外（内）
101 鹿児島県 同上 坂本佐次右衛門 禁門の変後病死 元治元年 同上
102 鹿児島県 同上 菊池竹庵 戊辰戦争 慶応４年 明治２年合祀済につき除外（内）
103 高知県 明治26年３月24日 箕浦猪之吉 堺事件 明治元年
（慶応４年）
104 高知県 同上 西村左平次 同上 同上
105 高知県 同上 池上弥三吉 同上 同上
106 高知県 同上 大石甚吉 同上 同上
107 高知県 同上 松本広五郎 同上 同上
108 高知県 同上 勝賀瀬三六 同上 同上
109 高知県 同上 山本哲助 同上 同上
110 高知県 同上 森本茂吉 同上 同上

























112 高知県 同上 稲田貫之丞 同上 同上
113 高知県 同上 柳瀬常七 同上 同上
114 北海道庁 明治26年３月24日 十時傳次郎 戊辰戦争負傷治療中死亡 明治２年
115 北海道庁 同上 観行坊事森監物 戊辰戦争の際賊軍中にて自殺 慶応４年
116 東京府 明治26年３月30日 松脇後左衛門 天狗党 元治元年
117 東京府 同上 松田東五郎 藩主譴責橋本左内幽囚赦免を井伊
直弼へ上書後自殺
安政年間
118 東京府 同上 野村勘兵衛 禁門の変 元治元年 禁門守衛戦死につき除外（内）
119 東京府 同上 長谷川八郎左衛門 長州征討 慶応２年 長防の役戦死につき除外（内）
120 東京府 同上 小林帰太郎 長州征討 慶応２年 同上
121 東京府 同上 本間精一郎 京都にて暗殺 文久２年 事蹟疑義に渉るにつき除外（内）
122 新潟県 明治26年４月５日 佐藤助右衛門 戊辰戦争中負傷死亡 慶応４年
123 新潟県 同上 佐藤九之助 戊辰戦争中負傷帰宅治療中死亡 慶応４年
124 新潟県 同上 五十嵐慎吉 戊辰戦争従軍中病死 慶応４年
125 新潟県 同上 小川藤左衛門 戊辰戦争従軍中病死 慶応４年
126 新潟県 同上 安藤作三右衛門 戊辰戦争従軍中病死 慶応４年
127 新潟県 同上 長谷川鉄之進 京都にて病死 明治４年 平常の病死につき除外（内）
128 新潟県 同上 長谷川甚兵衛 戊辰戦争中賊軍捕縛斬殺 記載なし 遺族居所不明事蹟不詳につき除外
（内）
129 新潟県 同上 五十嵐伊織 大村兵部太輔襲撃の党与 記載なし 兵部太輔襲撃の党類につき除外（内）
130 新潟県 同上 吉村権左衛門 伏見役後桑名藩主を諌め後横死 慶応４年 横死の事故不明瞭につき除外（内）
131 新潟県 同上 長沢平左衛門 戊辰戦争中負傷死亡 慶応４年 鹿児島県申出により合祀済につき除
外（内）
132 新潟県 同上 川上作治郎 戊辰戦争中負傷死亡 慶応４年 同上
133 滋賀県 明治26年４月13日 西澤又兵衛 戊辰戦争戦死 明治元年
134 滋賀県 同上 鈴木亀五郎 戊辰戦争中罹患病死 明治２年
135 滋賀県 同上 髙島善之助 戊辰戦争中罹患病死 明治２年
136 滋賀県 同上 中西志津治 戊辰戦争中罹患病死 明治元年
137 滋賀県 同上 藤田廣造 戊辰戦争中罹患病死 明治２年
138 滋賀県 同上 小林関治郎 戊辰戦争中小千谷に死 明治２年
139 滋賀県 同上 井上金蔵 戊辰戦争中罹患病死 明治元年
カ
140 滋賀県 同上 清水文吉 戊辰戦争戦死 明治元年 明治２０年合祀済につき除外（内）
141 秋田県 明治26年４月19日 水主　嘉助 戊辰戦争中軍船破船溺死 記載なし
142 秋田県 同上 農　孫兵衛 戊辰戦争中船乗込み行方不明 記載なし
143 秋田県 同上 船頭　與左衛門 同上 記載なし 遺族絶家事蹟不詳につき除外（内）
144 秋田県 同上 清忠右衛門 戊辰戦争中罹患帰家死亡 記載なし 従軍を離れ帰家病死につき除外（内）
145 秋田県 同上 吉五郎 戊辰戦争中破船溺死 記載なし 明治２４年合祀済につき除外（内）
146 熊本県 明治26年４月25日 濱治七郎平 長州征討戦死 記載なし 長征の役戦死につき除外（内）
147 岡山県 明治26年10月10日 瀧善三郎 神戸事件 慶応４年


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































9 山内兵庫豊譽 高知藩主ノ一門 勤王党庇護／④ 記載なし 贈従四位（明治31
年７月４日）













































































































































































































































51 豊永斧馬方銃 高知藩平民 野根山屯集（処刑）／明治10年３月招魂社合祭／① 元治元年９月５日 贈従五位（明治31
年７月４日）


































60 横山英吉正利 高知藩地下浪人 野根山屯集（処刑）／明治10年３月招魂社合祭／① 元治元年９月５日 贈従五位（明治31
年７月４日）
61 檜垣繁太郎正休 高知藩庄屋 野根山屯集（処刑）／明治10年３月招魂社合祀／① 元治元年９月５日 贈従五位（明治31
年７月４日）




63 木下鎮之助彛正 高知藩関所番頭弟 野根山屯集（処刑）／明治10年３月招魂社合祭／① 元治元年９月５日 贈従五位（明治31
年７月４日）
64 千屋熊太郎孝樹 高知藩庄屋 野根山屯集（処刑）／明治10年３月招魂社合祭／① 元治元年９月５日 贈従五位（明治31
年７月４日）






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































301 吉松万弥行基 高知藩幡多郡中村 尊攘同志と国事に尽力。維新後、白川県・熊本県等出
仕。明治12年、病死／③
明治12年５月12日 ―
302 小橋勢五郎富久 高知藩幡多郡坂本
村郷士
勤王党諸活動。有志往復書類焼棄。東征軍従軍。明治
22年、病死／③
明治22年正月 ―
303 沖本長次郎道愛 高知藩幡多郡下田
村士族
勤王党諸活動。東征軍従軍。明治22年、病死／③ 明治22年12月 ―
304 山崎久三郎兼光 山城国紀伊郡伏見
（加賀藩士米沢左
兵衛長男）
天誅組支援。長州に下る。慶応３年、討幕軍従軍。明
治９年、病死。妻富、明治９年高知県移住、病死／③
明治９年２月21日 贈従五位（明治44
年６月１日）
明
治
維
新
「
志
士
」
像
の
形
成
と
歴
史
意
識
（
髙
田
祐
介
）
六
四
宮
内
省
と
の
調
査
・
協
議
を
経
て
贈
位
・
叙
位
措
置
が
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
「
勤
王
者
調
」
に
収
載
さ
れ
た
三
〇
四
名
の
う
ち
、
贈
位
・
叙
位
を
受
け
た
者
が
九
五
名
（
贈
位
が
八
八
名
・
叙
位
が
七
名
）
で
あ
っ
た
。
先
述
の
高
知
県
が
掲
げ
た
対
象
範
囲
に
即
し
て
贈
位
措
置
と
の
関
係
を
み
て
ゆ
け
ば
、
①
の
靖
国
合
祀
者
七
三
名
中
、
実
に
七
一
名
が
贈
位
措
置
を
受
け
て
お
り
、
非
常
に
高
い
割
合
で
そ
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
靖
国
合
祀
の
時
点
で
、
す
で
に
そ
れ
ら
の
履
歴
に
関
し
政
府
内
で
調
査
が
か
な
り
「
精
密
」
に
進
め
ら
れ
て
お
り
（
或
）
、
事
績
が
比
較
的
明
瞭
な
土
佐
勤
王
党
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
贈
位
対
象
か
ら
漏
れ
た
の
は
、
坂
本
瀬
平
（
№
一
）
と
窪
田
真
吉
（
№
茨
）
の
二
名
で
あ
っ
た
が
、
坂
本
瀬
平
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
述
べ
た
と
お
り
（
粟
）
田
内
衛
吉
ら
勤
王
党
員
に
よ
る
殺
害
と
い
う
事
績
が
憚
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
窪
田
真
吉
に
関
し
て
も
路
人
絞
殺
の
責
め
を
負
っ
た
自
刃
と
の
死
亡
理
由
が
、
特
別
の
功
労
者
と
い
う
基
準
に
適
わ
な
い
事
績
と
判
断
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
②
の
戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
に
つ
い
て
は
、
一
五
名
中
、
牧
野
群
馬
（
小
笠
原
只
八
／
№
愛
）・
安
岡
覚
之
助
（
№
姶
）・
上
田
楠
次
（
№
茜
）
の
三
名
が
贈
位
の
対
象
と
な
っ
た
。
牧
野
に
お
い
て
は
「
倒
幕
党
」
を
率
い
た
功
、
安
岡
・
上
田
は
と
も
に
勤
王
党
に
よ
る
活
動
事
績
を
国
家
側
が
維
新
の
功
績
と
し
て
認
め
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
③
の
病
死
な
い
し
生
存
者
の
場
合
、
病
死
者
一
〇
四
名
中
の
九
名
が
贈
位
、
生
存
者
八
一
名
中
七
名
が
叙
位
の
措
置
を
受
け
て
い
た
。
な
お
、
病
死
者
へ
の
贈
位
に
は
森
新
太
郎
（
№
葵
）・
伊
藤
怡
然
（
№
允
）・
池
知
退
蔵
（
№
咽
）・
田
所
作
太
郎
（
№
園
）
の
大
正
お
よ
び
昭
和
期
に
お
け
る
措
置
対
象
者
四
名
が
含
ま
れ
、
彼
ら
は
大
正
大
礼
な
い
し
昭
和
大
礼
に
よ
る
特
別
措
置
と
い
う
、
当
該
期
の
遺
漏
者
問
題
と
は
別
体
系
に
基
づ
く
特
旨
贈
位
で
あ
っ
た
可
能
ら
な
い
。
事
績
中
④
で
示
し
た
こ
れ
ら
を
一
瞥
す
れ
ば
、
高
知
藩
主
一
門
で
あ
る
山
内
豊
譽（
№
９
）・
山
内
豊
栄（
№
吋
）、あ
る
い
は
土
佐
藩
の
功
臣
で
勤
王
党
の
支
援
・
庇
護
者
と
い
う
べ
き
小
南
五
郎
（
№
１
）・
平
井
善
之
丞
（
№
２
）、
そ
し
て
勤
王
党
活
動
の
中
核
を
担
っ
た
島
村
雅
事
（
№
亜
）
な
ど
が
み
え
、
こ
れ
ら
は
特
に
維
新
に
お
け
る
功
績
を
県
が
認
め
、
①
〜
③
の
対
象
範
囲
設
定
後
に
選
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
死
因
が
自
死
あ
る
い
は
単
に
「
家
に
没
す
」「
没
」
と
だ
け
記
さ
れ
る
場
合
、
戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
か
維
新
功
績
者
の
病
死
者
中
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
明
確
で
な
い
た
め
④
へ
含
め
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
高
知
県
の
調
査
を
経
て
纏
め
ら
れ
た
遺
漏
者
の
履
歴
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
人
数
の
多
さ
と
あ
い
ま
っ
て
、
数
年
に
わ
た
っ
て
分
割
の
う
え
、
内
務
省
へ
届
け
ら
れ
た
。
表
２
中
で
は
重
複
す
る
た
め
略
し
た
が
、「
勤
王
者
調
」
五
冊
目
に
は
同
三
冊
目
に
収
め
ら
れ
た
片
岡
孫
五
郎
（
№
引
）
の
履
歴
お
よ
び
追
加
の
遺
漏
者
・
山
崎
久
三
郎
に
関
す
る
左
の
よ
う
な
、
高
知
県
知
事
・
石
田
英
吉
よ
り
内
務
大
臣
・
板
垣
退
助
あ
て
の
上
申
案
が
残
さ
れ
て
い
る
（
鮎
）
。
王
政
維
新
ノ
際
功
労
ア
ル
者
調
査
ノ
件
訓
令
ノ
旨
ニ
依
リ
、
明
治
廿
七
年
十
一
月
十
八
日
付
ヲ
以
テ
上
申
ニ
及
置
キ
候
処
、
片
岡
孫
五
郎
直
英
ノ
履
歴
ニ
就
テ
ハ
別
紙
ノ
通
詳
細
ノ
事
歴
ヲ
得
候
ニ
付
、
曩
ニ
上
申
致
有
之
候
分
ハ
本
書
ト
御
引
替
相
成
候
様
致
度
、
将
又
山
崎
久
三
郎
兼
光
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
事
歴
更
ニ
追
加
致
度
候
条
可
然
御
取
成
相
成
度
、
此
段
及
上
申
候
也
右
は
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
七
月
二
十
日
付
の
上
申
案
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
こ
か
ら
内
務
省
に
よ
る
訓
令
の
翌
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
と
、
こ
の
二
年
後
の
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
高
知
県
か
ら
贈
位
・
叙
位
遺
漏
者
の
履
歴
が
内
務
省
へ
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
後
、
靖
国
合
祀
処
分
同
様
、
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
六
五
「
特
旨
を
以
て
、
故
従
五
位
下
唐
橋
士
愛
・
同
山
内
豊
福
の
位
階
を
追
陞
し
（
中
略
）
又
故
高
野
長
英
外
十
一
名
に
正
四
位
を
、
故
山
内
兵
庫
外
三
八
名
に
従
四
位
を
贈
る
、
外
に
正
五
位
又
は
従
五
位
を
贈
ら
る
ゝ
者
百
十
余
名
、
共
に
維
新
前
後
国
事
に
勤
労
せ
る
功
を
追
賞
」
し
た
（
庵
）
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
以
来
の
贈
位
一
斉
処
分
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
一
斉
贈
位
を
最
終
的
に
進
め
た
の
は
、
同
年
二
月
に
同
郷
の
土
方
久
元
の
後
を
継
い
だ
土
佐
派
の
中
核
と
い
う
べ
き
宮
内
大
臣
・
田
中
光
顕
で
あ
る
（
按
）
。
同
日
の
贈
位
者
総
数
一
七
二
名
中
の
八
〇
名
が
高
知
県
内
申
の
遺
漏
者
だ
っ
た
こ
と
と
な
り
、
彼
の
後
押
し
に
よ
る
措
置
実
現
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
暗
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
六
月
の
内
務
省
訓
令
に
よ
る
遺
漏
者
へ
の
贈
位
は
、
五
年
後
の
同
三
一
年
七
月
に
至
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
換
言
す
れ
ば
明
治
三
一
年
七
月
の
多
数
の
贈
位
措
置
は
、
明
治
二
六
年
に
内
務
省
が
求
め
た
維
新
功
労
者
の
う
ち
の
遺
漏
者
を
地
域
側
が
調
査
・
選
定
し
た
、
叙
上
の
ご
と
き
動
向
、
つ
ま
り
贈
位
遺
漏
者
問
題
の
ひ
と
つ
の
結
実
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
三
贈
位
遺
漏
者
選
定
と
地
域
間
調
整
前
章
で
い
さ
さ
か
触
れ
た
と
お
り
、
贈
位
遺
漏
者
を
め
ぐ
る
問
題
に
お
い
て
は
、
遺
漏
者
を
選
定
す
る
過
程
で
県
レ
ベ
ル
で
の
調
整
の
動
向
が
現
れ
る
。
こ
こ
で
は
高
知
県
と
山
口
県
と
の
贈
位
遺
漏
者
選
定
に
関
す
る
相
互
の
調
整
に
つ
い
て
み
る
こ
と
で
、
前
章
の
贈
位
・
叙
位
遺
漏
者
問
題
を
補
完
的
に
捉
え
た
い
。
地
域
が
遺
漏
者
に
つ
い
て
調
査
す
る
中
で
生
じ
た
問
題
の
ひ
と
つ
に
、
そ
の
事
績
の
面
か
ら
内
務
省
へ
内
申
を
行
う
に
際
し
、
ど
の
県
か
ら
申
請
す
べ
き
か
が
問
性
を
指
摘
し
て
お
く
（
袷
）
。
そ
し
て
①
〜
③
の
対
象
範
囲
の
何
れ
に
も
あ
た
ら
な
い
④
の
三
一
名
で
は
、
小
南
五
郎
（
№
１
）・
平
井
善
之
丞
（
№
２
）・
山
内
豊
譽
（
№
９
）・
島
村
雅
事
（
№
亜
）
の
勤
王
党
庇
護
者
・
勤
王
党
員
の
四
名
の
み
が
贈
位
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
①
〜
④
の
贈
位
対
象
者
は
、
お
よ
そ
土
佐
勤
王
党
関
係
者
中
の
比
較
的
事
績
が
明
瞭
な
人
物
に
集
中
し
た
と
い
え
よ
う
。
改
め
て
表
２
の
遺
漏
者
の
事
績
を
通
覧
す
れ
ば
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
大
幅
に
そ
の
事
績
を
簡
略
に
し
た
場
合
も
あ
る
が
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
土
佐
勤
王
党
活
動
へ
の
関
わ
り
を
も
っ
た
人
物
が
非
常
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、「
癸
丑
」
以
来
「
尊
王
」
の
志
に
厚
く
、
文
久
年
間
に
「
武
市
半
平
太
」
が
首
唱
し
た
「
尊
攘
之
大
義
」
に
「
有
志
」
ら
と
就
き
国
事
に
奔
走
し
た
、
と
の
文
脈
に
沿
っ
た
履
歴
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
沿
っ
た
履
歴
と
歴
史
像
の
形
成
は
、
国
家
側
が
そ
の
功
績
を
認
定
す
る
う
え
で
、
非
常
に
有
効
に
働
く
こ
と
を
見
通
し
た
、
地
域
側
の
認
識
が
反
映
さ
れ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
近
代
日
本
に
お
け
る
国
家
側
が
求
め
る
「
勤
王
」
の
価
値
基
準
と
内
実
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
定
ま
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
靖
国
合
祀
処
分
問
題
に
お
い
て
政
府
が
対
象
外
と
し
た
、
堺
事
件
「
殉
難
」
の
十
一
名
中
「
勤
王
者
調
」
に
含
ま
れ
て
い
た
の
は
箕
浦
猪
之
吉
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、
政
府
が
そ
の
顕
彰
を
忌
避
す
る
で
あ
ろ
う
、
赤
坂
喰
違
事
件
の
加
担
者
・
不
平
士
族
・
民
権
運
動
家
ら
が
、
そ
も
そ
も
「
勤
王
者
調
」
中
に
含
ま
れ
る
割
合
は
ご
く
僅
か
で
あ
っ
た
（
安
）
。
最
後
に
贈
位
の
時
期
に
関
し
て
い
え
ば
、
八
八
名
の
う
ち
実
に
八
〇
名
ま
で
が
明
治
三
一
年
七
月
四
日
の
措
置
で
あ
り
、
全
国
動
向
の
う
え
で
も
、
こ
の
日
は
明
治
維
新
「
志
士
」
像
の
形
成
と
歴
史
意
識
（
髙
田
祐
介
）
六
六
籍
ニ
属
シ
居
候
趣
ニ
候
ヘ
ハ
本
県
ヨ
リ
調
出
候
テ
ハ
重
複
之
懸
念
モ
有
之
、
右
ハ
御
県
ニ
於
テ
御
調
査
相
成
居
候
哉
、
為
念
此
段
及
問
合
候
也
高
知
県
は
調
査
の
過
程
で
上
田
宗
児
が
長
州
藩
の
士
籍
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
こ
の
よ
う
に
問
合
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
合
せ
を
受
け
、
山
口
県
の
知
事
官
房
は
上
田
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
次
の
ご
と
き
認
識
を
示
し
て
い
た
（
鞍
）
。
維
新
功
労
者
元
高
知
藩
後
藤
深
造
事
跡
取
調
之
件
ニ
付
、
別
紙
高
知
県
知
事
ヨ
リ
照
会
有
之
候
所
、
同
人
ハ
高
知
藩
之
出
身
ニ
ハ
候
得
共
、
其
後
山
口
藩
之
士
族
ニ
属
シ
其
国
事
ニ
尽
力
セ
シ
功
蹟
等
モ
本
県
ニ
而
取
調
候
方
可
然
相
考
候
つ
ま
り
、「
国
事
」
に
尽
力
し
た
際
の
主
な
事
績
は
長
州
藩
に
属
し
活
動
を
行
っ
た
時
期
に
あ
り
、
そ
の
た
め
事
績
調
査
も
山
口
県
で
行
う
べ
き
、
と
の
考
え
が
同
県
内
で
は
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
事
実
、
五
月
二
五
日
付
で
山
口
県
知
事
・
原
保
太
郎
は
高
知
県
知
事
・
石
田
英
吉
へ
「
元
高
知
藩
士
後
藤
深
造
維
新
之
際
王
事
ニ
尽
力
セ
シ
事
績
取
調
之
件
ニ
付
、
本
月
十
（
マ
マ
、十
六
カ
）
八
日
付
御
照
会
之
趣
了
承
、
右
ハ
当
時
同
人
等
と
相
提
携
殉
難
之
長
藩
士
一
同
本
県
ニ
於
て
取
調
具
申
之
見
込
ニ
有
之
候
故
、
此
段
及
御
回
答
候
也
」
と
の
回
答
を
寄
せ
て
い
た
（
杏
）
。
山
口
県
に
お
け
る
調
査
は
「
高
輪
毛
利
家
ヨ
リ
回
サ
レ
タ
ル
人
名
及
各
郡
長
ヨ
リ
ノ
内
申
」
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
（
以
）
、
最
終
的
に
県
で
履
歴
の
取
り
纏
め
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
取
調
に
お
け
る
対
象
範
囲
は
、
前
章
で
み
た
高
知
県
の
そ
れ
と
や
や
異
な
り
、
一
、
維
新
ノ
際
専
ラ
力
ヲ
王
事
ニ
尽
シ
殉
難
死
節
若
ク
ハ
病
没
シ
タ
ル
モ
ノ
二
、
国
家
ノ
為
メ
私
財
ヲ
擲
チ
軍
備
ニ
供
シ
志
士
ヲ
救
助
シ
已
ニ
死
没
セ
シ
モ
ノ
三
、一
項
若
ク
ハ
二
項
ニ
該
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
今
尚
生
存
セ
シ
モ
ノ
わ
れ
る
人
物
が
現
れ
る
例
が
あ
っ
た
。
表
２
で
い
え
ば
№
華
の
上
田
宗
児
（
の
ち
後
藤
深
造
と
改
称
）
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
彼
の
履
歴
に
つ
き
「
勤
王
者
調
」
は
、
幕
府
失
政
国
歩
艱
難
の
時
ニ
当
り
勤
王
の
義
を
執
り
深
く
時
事
を
慨
し
、
慶
応
元
年
四
月
廿
七
日
脱
藩
し
て
長
州
ニ
客
と
な
り
精
励
大
ニ
勉
む
、
巨
瀬
川
の
役
憤
闘
銃
丸
其
肘
を
貫
く
、
後
又
中
山
侍
従
ニ
属
し
大
和
の
役
血
戦
殊
功
あ
り
軍
敗
る
ニ
及
ひ
侍
従
を
奉
し
て
又
長
州
ニ
入
る
、
或
ハ
薩
州
ニ
行
き
又
京
師
ニ
出
等
奔
走
頻
り
ニ
時
事
ニ
励
む
、
明
治
元
年
正
月
三
日
伏
水
の
役
長
藩
ニ
属
し
遊
撃
隊
長
と
な
つ
て
力
戦
之
れ
に
死
す
と
記
し
て
い
た
（
案
）
。
上
田
は
土
佐
勤
王
党
参
加
の
の
ち
、文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
脱
藩
（
慶
応
元
年
と
あ
る
の
は
誤
記
）、
翌
年
に
天
誅
組
へ
加
わ
り
鷲
家
口
の
戦
い
で
敗
退
後
、
長
州
へ
走
り
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
禁
門
の
変
ま
た
二
度
に
わ
た
る
長
州
征
討
で
長
州
藩
の
遊
撃
隊
に
加
わ
り
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
正
月
の
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
て
戦
死
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
履
歴
か
ら
も
端
的
に
窺
え
る
と
お
り
、
旧
土
佐
藩
・
旧
長
州
藩
双
方
に
お
い
て
活
動
し
た
た
め
に
、
自
ず
と
事
績
も
高
知
・
山
口
両
県
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
高
知
県
知
事
・
石
田
英
吉
は
贈
位
遺
漏
者
に
つ
い
て
調
査
中
の
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
五
月
十
六
日
に
山
口
県
知
事
・
原
保
太
郎
へ
向
け
左
の
よ
う
な
問
合
せ
を
行
っ
て
い
た
（
闇
）
。
元
ト
高
知
藩
士
上
田
宗
児
ハ
夙
ニ
勤
王
ノ
大
義
ヲ
唱
エ
深
ク
時
事
ヲ
慨
シ
、
文
久
三
年
中
山
侍
従
ヲ
奉
シ
大
和
之
役
血
戦
殊
功
ア
リ
軍
敗
レ
テ
長
州
ニ
入
リ
、
後
藤
深
造
ト
改
称
シ
尓
来
各
地
ニ
奔
走
シ
巨
瀬
川
之
役
憤
闘
創
ヲ
被
リ
、
後
長
藩
遊
撃
隊
ニ
ア
リ
、
明
治
元
年
正
月
三
日
一
隊
長
ヲ
以
て
伏
水
ノ
役
ニ
戦
死
セ
シ
者
ニ
シ
テ
功
労
モ
不
少
ト
存
候
処
、
同
人
ハ
生
前
既
ニ
長
藩
ノ
士
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
六
七
「
志
士
」
へ
の
贈
位
を
め
ぐ
る
国
家
・
地
域
の
動
向
は
、
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
な
背
景
に
基
づ
き
推
移
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
維
新
か
ら
お
よ
そ
二
十
年
を
経
て
、
そ
の
変
革
を
振
り
返
っ
た
際
に
生
じ
た
の
が
、
新
た
な
政
治
体
制
の
構
築
に
資
し
た
人
物
の
功
績
、
特
に
地
域
に
遍
在
し
た
「
志
士
」
の
事
績
を
、
い
か
に
顕
彰
し
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
国
家
に
と
っ
て
は
立
憲
制
の
形
成
と
い
う
政
治
的
画
期
を
始
源
に
遡
っ
て
正
統
化
し
つ
つ
、
国
民
に
広
く
こ
れ
ら
の
功
績
者
を
範
と
し
て
浸
透
さ
せ
る
意
図
が
あ
り
、
一
方
で
地
域
に
と
っ
て
は
国
家
の
形
成
に
資
し
た
人
材
輩
出
の
主
張
、
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
目
途
が
連
動
し
な
が
ら
事
態
が
進
展
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
明
治
二
五
・
二
六
年
（
一
八
九
二
・
一
八
九
三
）、
そ
れ
ま
で
の
国
家
に
よ
る
「
志
士
」
顕
彰
の
柱
で
あ
る
、
靖
国
合
祀
お
よ
び
贈
位
・
叙
位
の
措
置
漏
れ
、
と
い
う
べ
き
遺
漏
者
問
題
が
生
じ
る
。
靖
国
合
祀
に
つ
い
て
は
、
明
治
八
年
の
内
務
省
達
に
基
づ
く
、
明
治
十
六
〜
二
四
年
に
か
け
て
の
多
量
の
「
維
新
殉
難
者
」
へ
の
合
祀
処
分
の
陰
で
、
こ
れ
か
ら
漏
れ
た
人
物
に
つ
き
地
域
は
国
家
へ
事
績
の
認
定
を
求
め
て
働
き
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
国
家
が
容
易
に
認
定
し
が
た
い
事
績
を
抱
え
た
人
物
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
国
家
側
は
明
確
に
こ
れ
ら
の
人
物
に
関
す
る
顕
彰
行
為
を
忌
避
な
い
し
捨
象
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
と
地
域
の
歴
史
意
識
を
め
ぐ
る
齟
齬
は
、
当
然
な
が
ら
双
方
の
相
克
を
伴
い
つ
つ
、
特
に
明
治
中
期
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
顕
彰
主
体
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
と
き
に
藩
閥
政
府
の
形
成
す
る
維
新
の
「
殉
と
し
て
、
靖
国
合
祀
者
・
戊
辰
戦
争
戦
死
者
の
規
定
が
な
く
、「
志
士
」
の
救
助
者
の
範
囲
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
（
伊
）
。
こ
の
う
ち
上
田
宗
児
の
場
合
は
、
第
一
点
目
の
対
象
範
囲
に
含
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
山
口
県
で
も
遺
漏
者
に
関
す
る
履
歴
は
、「
維
新
功
労
者
履
歴
」
と
称
さ
れ
計
六
冊
に
分
冊
の
う
え
纏
め
ら
れ
て
い
た
が
、
上
田
は
改
称
後
の
後
藤
深
造
の
名
で
そ
の
第
一
冊
目
に
収
載
さ
れ
、「
正
則
等
尤
モ
力
メ
」
た
天
誅
組
で
の
功
や
、「
我
藩
ニ
仕
ヘ
遊
撃
隊
ニ
入
」
っ
た
後
の
第
二
次
長
州
征
討
に
お
け
る
「
戦
尤
力
」
め
た
功
績
に
力
点
が
置
か
れ
た
履
歴
が
綴
ら
れ
て
い
た
（
位
）
。
高
知
県
の
「
勤
王
者
調
」
お
よ
び
山
口
県
の
「
維
新
功
労
者
履
歴
」
双
方
に
そ
の
履
歴
書
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
後
、
結
局
は
双
方
か
ら
内
務
省
へ
履
歴
が
提
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
政
府
側
の
史
料
が
残
念
な
が
ら
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
の
詳
細
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、『
贈
位
諸
賢
伝
』
に
お
い
て
は
上
田
（
後
藤
深
造
と
し
て
掲
載
）
を
高
知
藩
士
と
し
て
記
載
し
て
い
る
（
依
）
し
、
後
年
に
作
成
さ
れ
た
贈
位
に
関
す
る
高
知
・
山
口
両
県
の
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
に
は
、
例
え
ば
高
知
県
編
纂
『
高
知
県
史
要
』
中
の
「
表
彰
・
贈
位
」
の
項
に
は
彼
の
名
が
み
え
る
（
偉
）
が
、
侯
爵
毛
利
家
記
録
科
作
成
の
「
防
長
贈
位
人
名
表
」
中
に
は
そ
の
名
が
み
え
ず
（
囲
）
、
結
果
的
に
政
府
は
出
身
藩
で
あ
る
高
知
県
（
旧
高
知
藩
）
で
の
贈
位
認
定
措
置
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
夷
）
。
上
田
に
正
五
位
が
贈
ら
れ
た
の
は
、
明
治
三
一
年
の
一
斉
贈
位
か
ら
遅
れ
る
四
年
後
の
、
同
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
十
一
月
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
末
年
に
か
け
て
断
続
的
に
維
新
の
功
労
者
へ
の
贈
位
が
続
く
の
は
、
右
の
よ
う
な
容
易
に
事
績
調
査
が
進
展
し
な
か
っ
た
事
例
が
あ
り
、
継
続
的
に
宮
内
省
で
調
査
が
な
さ
れ
、
措
置
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
明
治
二
四
年
以
降
の
維
新
明
治
維
新
「
志
士
」
像
の
形
成
と
歴
史
意
識
（
髙
田
祐
介
）
六
八
〔
注
〕
（
１
）
こ
れ
と
同
様
の
表
現
と
し
て
「
嘉
永
癸
丑
」「
癸
丑
甲
寅
」
以
来
な
ど
と
い
う
、
元
号
と
干
支
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
言
葉
は
、
後
述
す
る
靖
国
合
祀
処
分
関
係
の
文
書
や
高
知
県
編
纂
「
勤
王
者
調
」
中
の
「
志
士
」
ら
の
履
歴
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、「
維
新
」
変
革
の
始
点
を
指
す
表
現
と
し
て
広
く
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
と
い
え
る
。
（
２
）『
法
令
全
書
』
第
八
巻
―
２
（
原
書
房
一
九
七
五
）
八
九
一
頁
。
（
３
）
拙
稿
「
国
家
と
地
域
の
歴
史
意
識
形
成
過
程
―
維
新
殉
難
者
顕
彰
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
八
六
五
号
二
〇
一
〇
）。
（
４
）
羽
賀
祥
二
『
明
治
維
新
と
宗
教
』（
筑
摩
書
房
一
九
九
四
）
三
五
五
頁
。
（
５
）
宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
七
（
吉
川
弘
文
館
一
九
七
二
）
七
八
七
頁
。
（
６
）
明
治
二
六
年
の
靖
国
合
祀
処
分
に
つ
い
て
は
、
秦
郁
彦
『
靖
国
神
社
の
祭
神
た
ち
』（
新
潮
社
二
〇
一
〇
）
四
九
〜
五
一
頁
が
詳
し
い
が
、
こ
れ
と
連
動
す
る
贈
位
・
叙
位
遺
漏
者
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
維
新
を
め
ぐ
る
歴
史
意
識
形
成
と
い
う
視
角
か
ら
こ
の
問
題
を
総
体
的
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
（
７
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
贈
位
内
申
書
」（
０
１
２
Ａ
０
４
０
０
６
贈
位
０
０
２
０
６
１
０
０
）
お
よ
び
高
知
県
立
図
書
館
所
蔵
「
皆
山
集
」
第
十
二
・
十
五
号
。
（
８
）「
宮
内
書
記
官
ヘ
照
会
案
」（「
公
文
録
」
公
０
２
９
７
１
１
０
０
）。
（
９
）「
招
魂
社
内
江
合
祭
ノ
儀
願
」（「
公
文
録
」
公
０
２
９
７
１
１
０
０
）。
（
亜
）「
殉
難
諸
士
招
魂
社
ヘ
合
祀
之
儀
ニ
付
伺
」（「
公
文
録
」
公
０
２
９
７
１
１
０
０
）。
（
唖
）「
公
文
録
」（
公
０
２
９
７
１
１
０
０
）。
（
娃
）
同
右
。
（
阿
）「
陸
軍
省
海
軍
省
ヘ
達
」「
高
知
県
ヘ
達
」（「
太
政
類
典
」
太
０
０
８
０
５
１
０
０
）。
（
哀
）『
靖
国
神
社
忠
魂
史
』（
靖
国
神
社
社
務
所
一
九
三
三
）
第
五
巻
所
収
、「
合
祀
祭
記
事
」
四
六
頁
。
（
愛
）「
公
文
録
」（
公
０
２
９
７
１
１
０
０
）。
（
挨
）
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
「
陸
軍
省
雑
文
書
兵
部
省
陸
軍
省
雑
」（
陸
軍
省
―
難
者
」
を
め
ぐ
る
枠
組
み
や
価
値
基
準
へ
の
疑
義
を
内
包
し
な
が
ら
、
近
代
を
通
じ
て
展
開
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
維
新
の
「
志
士
」
顕
彰
を
め
ぐ
る
課
題
が
当
該
期
に
改
め
て
現
出
す
る
の
だ
と
い
え
る
。
他
方
で
、
靖
国
合
祀
問
題
と
連
動
し
た
贈
位
・
叙
位
遺
漏
者
問
題
に
お
い
て
は
、
地
域
側
は
よ
り
国
家
が
事
績
認
定
を
行
う
う
え
で
有
効
な
、「
勤
王
」
と
い
う
文
脈
に
沿
っ
た
歴
史
像
に
基
づ
く
履
歴
を
形
づ
く
り
、
そ
れ
を
政
府
へ
提
示
し
て
い
た
（
委
）
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
遺
漏
者
を
選
定
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
維
新
に
お
い
て
藩
を
越
え
て
活
動
を
行
っ
た
者
の
事
績
が
問
題
化
さ
れ
、
地
域
間
で
履
歴
の
編
纂
と
政
府
へ
の
内
申
に
あ
た
っ
て
調
整
が
行
わ
れ
る
と
い
う
動
向
が
看
取
さ
れ
た
。
明
治
三
一
年
以
降
、
継
続
的
に
措
置
が
な
さ
れ
る
、
維
新
功
労
者
へ
の
贈
位
・
叙
位
の
前
提
と
全
体
構
造
が
解
明
さ
れ
、
ま
た
国
家
側
が
求
め
る
「
勤
王
」
や
「
勤
王
志
士
」
像
形
成
の
様
態
の
一
端
が
、
遺
漏
者
問
題
を
み
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
あ
た
か
も
、
明
治
二
五
・
二
六
年
と
い
う
時
期
は
、
第
一
議
会
を
乗
り
切
っ
た
の
ち
、
第
二
回
総
選
挙
で
の
政
府
に
よ
る
選
挙
干
渉
を
め
ぐ
る
「
民
党
」
と
の
相
克
を
伴
う
、
地
域
に
よ
っ
て
は
多
数
の
死
者
を
出
す
ほ
ど
の
政
治
的
混
迷
期
に
あ
た
っ
て
お
り
（
威
）
、
一
面
で
は
こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
を
安
定
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
志
向
性
と
遺
漏
者
問
題
は
連
関
す
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
明
治
十
年
代
の
不
平
士
族
・
民
権
運
動
へ
の
懐
柔
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
維
新
の
「
志
士
」
ら
へ
の
旧
功
の
認
定
と
褒
章
が
政
府
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
前
稿
で
解
析
し
た
（
尉
）
。
内
乱
あ
る
い
は
非
常
な
危
機
に
際
し
、
常
に
「
維
新
」
の
記
憶
が
想
起
さ
れ
る
、
近
代
日
本
の
歴
史
意
識
の
動
態
と
そ
の
位
相
が
、
現
在
、
次
第
に
明
瞭
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
佛
教
大
学
歴
史
学
部
論
集
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
六
九
大
日
記
―
Ｍ
26
―
10
―
12
）。
（
芦
）『
靖
国
神
社
忠
魂
史
』（
靖
国
神
社
社
務
所
一
九
三
三
）
第
五
巻
所
収
、「
合
祀
祭
記
事
」
四
八
頁
。
（
鯵
）「
泉
州
堺
事
件
ニ
関
ス
ル
歎
願
書
」（
前
掲
「
明
治
二
六
年
十
月
壹
大
日
記
」
陸
軍
省
―
壱
大
日
記
―
Ｍ
26
―
10
―
12
）。
（
梓
）
山
口
県
公
文
書
館
所
蔵
「
維
新
功
労
者
調
関
係
書
綴
」（
県
庁
文
書
―
戦
前
Ａ
総
務
―
410
）
お
よ
び
後
述
す
る
、
高
知
大
学
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
高
知
県
庁
編
纂
「
勤
王
者
調
」
一
所
収
の
訓
令
（
内
務
大
臣
官
房
丙
第
四
九
一
号
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
「
勤
王
者
調
」
の
第
一
冊
目
に
は
「
志
士
」
の
履
歴
を
綴
る
冒
頭
部
分
に
、
こ
れ
ら
の
編
纂
に
纏
わ
る
複
数
の
行
政
文
書
が
編
綴
さ
れ
て
い
る
。
（
圧
）
前
掲
「
維
新
功
労
者
調
関
係
書
綴
」（
県
庁
文
書
―
戦
前
Ａ
総
務
―
410
）
お
よ
び
「
勤
王
者
調
」
一
所
収
、
内
務
大
臣
秘
書
官
通
牒
（
内
務
大
臣
官
房
丙
第
五
六
七
号
）
に
よ
っ
た
。
（
斡
）
前
掲
「
勤
王
者
調
」
一
所
収
、
知
事
よ
り
郡
市
長
あ
て
訓
令
（
高
知
県
訓
令
乙
第
三
十
五
号
）。
（
扱
）
前
掲
「
勤
王
者
調
」
一
所
収
、
高
知
県
内
務
部
長
・
野
尻
邦
基
よ
り
各
郡
市
長
あ
て
内
牒
（
発
甲
一
三
〇
九
号
）。
（
宛
）
本
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
、
佐
川
町
立
青
山
文
庫
名
誉
館
長
・
松
岡
司
様
よ
り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
（
姐
）
前
掲
「
勤
王
者
調
」
一
所
収
、
高
知
県
知
事
よ
り
鹿
児
島
県
知
事
・
山
口
県
知
事
あ
て
問
合
わ
せ
お
よ
び
前
掲
「
維
新
功
労
者
調
関
係
書
綴
」（
県
庁
文
書
―
戦
前
Ａ
総
務
―
410
）
所
収
の
山
口
県
知
事
あ
て
問
合
せ
に
よ
っ
た
。
（
虻
）
前
掲
「
勤
王
者
調
」
一
所
収
、
山
口
県
知
事
・
原
保
太
郎
よ
り
高
知
県
知
事
・
石
田
英
吉
あ
て
回
答
（
九
月
二
日
付
）
お
よ
び
鹿
児
島
県
知
事
・
大
迫
貞
清
よ
り
高
知
県
知
事
・
石
田
英
吉
あ
て
回
答
（
九
月
四
日
付
）。
（
飴
）
明
治
十
六
年
の
八
〇
名
・
明
治
二
年
の
一
名
の
合
祀
者
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
で
全
て
の
人
名
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
前
掲
注
３
拙
稿
所
収
の
表
３
を
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
明
治
二
一
年
合
祀
の
五
名
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
一
章
で
触
れ
た
。
雑
―
Ｍ
21
―
17
―
109
）。
（
姶
）
合
祀
者
の
総
数
に
つ
い
て
は
、前
掲『
靖
国
神
社
の
祭
神
た
ち
』四
七
頁
を
参
照
。
（
逢
）「
殉
難
者
合
祀
之
件
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
蔵
「
明
治
二
六
年
十
月
壹
大
日
記
」
陸
軍
省
―
壱
大
日
記
―
Ｍ
26
―
10
―
12
）。
（
葵
）「
靖
国
神
社
ヘ
合
祀
之
義
ニ
付
上
申
」（
前
掲
「
明
治
二
六
年
十
月
壹
大
日
記
」
陸
軍
省
―
壱
大
日
記
―
Ｍ
26
―
10
―
12
）。
（
茜
）「
泉
州
堺
事
件
ニ
関
ス
ル
歎
願
書
」（
前
掲
「
明
治
二
六
年
十
月
壹
大
日
記
」
陸
軍
省
―
壱
大
日
記
―
Ｍ
26
―
10
―
12
）。
（
穐
）
明
治
二
五
年
二
月
、
土
居
盛
義
は
帰
高
し
た
谷
の
屋
敷
を
訪
い
、
堺
事
件
「
殉
難
者
」
の
靖
国
合
祀
請
願
を
熱
望
す
る
件
を
申
し
入
れ
、
こ
れ
に
賛
同
し
た
谷
は
九
月
に
自
ら
嘆
願
書
の
文
案
を
作
成
し
た
と
い
う
（
高
知
県
立
図
書
館
所
蔵
『
土
居
盛
義
翁
実
伝
』
自
費
出
版
一
九
〇
四
二
一
頁
）。
（
悪
）
前
掲
「
明
治
二
六
年
十
月
壹
大
日
記
」（
陸
軍
省
―
壱
大
日
記
―
Ｍ
26
―
10
―
12
）。
（
握
）
同
右
。
（
渥
）
例
え
ば
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
十
二
月
の
い
わ
ゆ
る
御
殿
山
英
国
公
使
館
焼
討
事
件
に
お
け
る
長
州
藩
の
加
担
者
で
は
、
高
杉
晋
作
・
久
坂
玄
瑞
・
有
吉
熊
次
郎
が
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
四
月
に
靖
国
合
祀
、
同
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
贈
位
措
置
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
井
上
馨
や
伊
藤
博
文
も
こ
の
事
件
の
加
担
者
で
あ
っ
た
。
（
旭
）
田
中
は
「
贈
位
の
奏
請
と
い
ふ
こ
と
は
（
中
略
）
よ
ほ
ど
よ
く
調
べ
た
上
で
せ
ぬ
と
、
と
ん
で
も
な
い
間
違
ひ
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
本
間
の
例
を
あ
げ
、
彼
は
「
幕
府
の
間
諜
で
あ
つ
て
そ
れ
に
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
証
拠
が
あ
が
つ
て
」
お
り
「
事
も
あ
ろ
う
に
勤
皇
の
故
を
も
つ
て
贈
位
に
な
る
な
ど
は
、
あ
ま
り
に
も
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
（
中
略
）
全
く
不
愉
快
極
ま
る
」
（
田
中
直
樹
編
『
憂
国
遺
言
』
鱒
書
房
一
九
四
〇
八
九
〜
九
〇
頁
）
と
嫌
悪
感
な
い
し
不
満
を
爆
発
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
点
の
詳
細
は
、
拙
稿
「
田
中
光
顕
と
「
志
士
」
顕
彰
―
維
新
史
料
論
と
の
架
橋
―
」（『
土
佐
史
談
』
第
二
四
五
号
二
〇
一
〇
）
を
参
照
。
（
葦
）「
殉
難
者
合
祀
之
件
」（
前
掲
「
明
治
二
六
年
十
月
壹
大
日
記
」
陸
軍
省
―
壱
明
治
維
新
「
志
士
」
像
の
形
成
と
歴
史
意
識
（
髙
田
祐
介
）
七
〇
時
の
文
書
で
あ
る
。
（
杏
）
前
掲
「
勤
王
者
調
」
四
ノ
二
所
収
、
上
田
宗
児
履
歴
の
追
記
部
分
に
当
回
答
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
以
）
山
口
県
公
文
書
館
所
蔵
「
維
新
功
労
者
履
歴
」
第
六
（
毛
利
家
文
庫
―
73
藩
臣
履
歴
70
）。
な
お
、
山
口
県
に
は
県
―
郡
市
・
毛
利
家
に
お
け
る
贈
位
遺
漏
者
の
調
査
関
係
史
料
が
比
較
的
良
好
に
残
さ
れ
て
お
り
、
高
知
県
よ
り
も
一
層
、
地
域
で
の
調
査
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
後
考
を
期
し
た
い
。
（
伊
）
同
右
。
（
位
）
前
掲
「
維
新
功
労
者
履
歴
」
第
一
（
毛
利
家
文
庫
―
73
藩
臣
履
歴
70
）。
（
依
）
田
尻
佐
編
『
贈
位
諸
賢
伝
』
上
（
近
藤
出
版
社
増
補
版
一
九
七
五
）
目
次
三
七
頁
お
よ
び
四
七
一
頁
参
照
。
（
偉
）
高
知
県
編
『
高
知
県
史
要
』（
高
知
県
一
九
二
四
）
六
三
八
頁
。
（
囲
）
山
口
県
公
文
書
館
所
蔵
「
防
長
贈
位
人
名
表
」（
毛
利
家
文
庫
―
９
諸
省
443
）。
（
夷
）
ち
な
み
に
、
上
田
宗
児
の
例
と
同
様
、
出
身
旧
藩
以
外
の
県
か
ら
の
内
申
と
い
う
点
で
は
、「
勤
王
者
調
」
中
の
坂
本
龍
馬
の
従
者
と
し
て
知
ら
れ
る
藤
吉
（
№
壱
）
と
天
誅
組
を
支
援
し
た
山
崎
久
三
郎
（
№
貝
）
の
名
が
み
え
、
こ
れ
ら
も
滋
賀
県
や
京
都
府
と
調
整
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
（
委
）
従
来
、「
勤
王
者
調
」
や
「
維
新
功
労
者
履
歴
」
は
明
治
維
新
に
お
け
る
「
志
士
」
の
事
績
を
現
在
に
伝
え
る
史
料
と
し
て
、
例
え
ば
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
一
）
な
ど
で
し
ば
し
ば
参
考
文
献
と
し
て
引
用
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
編
纂
過
程
や
元
来
の
編
纂
意
図
、
そ
し
て
明
治
二
十
年
代
の
歴
史
意
識
と
い
う
も
の
を
充
分
に
踏
ま
え
、
個
々
の
履
歴
を
分
析
し
た
う
え
で
の
史
料
引
用
が
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
（
威
）
特
に
高
知
県
に
お
い
て
は
、
干
渉
を
行
っ
た
者
と
こ
れ
に
抗
し
た
者
の
双
方
に
よ
る
暴
動
で
九
名
に
の
ぼ
る
死
者
を
出
し
て
い
た
。
（
尉
）
前
掲
注
３
拙
稿
を
参
照
。
（
た
か
た
ゆ
う
す
け
非
常
勤
講
師
）
二
〇
一
一
年
十
一
月
十
一
日
受
理
（
絢
）
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
前
掲
注
３
拙
稿
所
収
の
表
３
参
照
。
（
綾
）
な
お
、
事
績
中
に
単
に
招
魂
社
合
祭
あ
る
い
は
合
祀
と
み
え
る
場
合
、
高
知
県
の
大
島
岬
神
社
（
の
ち
改
称
さ
れ
高
知
県
護
国
神
社
）
へ
の
合
祀
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
（
鮎
）
前
掲
「
勤
王
者
調
」
五
所
収
、「
勤
王
者
事
歴
ニ
付
上
申
ノ
件
」。
（
或
）
第
一
章
で
み
た
、
明
治
十
四
年
四
月
二
九
日
付
宮
内
省
よ
り
内
閣
書
記
官
あ
て
回
答
（「
公
文
録
」
公
０
２
９
７
１
１
０
０
）
を
参
照
。
（
粟
）
前
掲
注
３
拙
稿
を
参
照
。
（
袷
）
一
例
で
は
あ
る
が
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
一
月
八
日
に
落
成
し
た
池
知
退
蔵
の
記
念
碑
建
碑
奉
告
祭
を
伝
え
る
『
土
佐
史
壇
』
第
三
（
土
佐
史
談
会
一
九
一
八
）
に
よ
れ
ば
、「
今
上
陛
下
御
即
位
に
際
し
従
五
位
を
追
贈
さ
れ
た
る
維
新
の
勤
王
家
」
と
さ
れ
て
お
り
、
大
正
天
皇
の
即
位
大
礼
に
伴
う
贈
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
（
安
）
少
な
く
と
も
、「
勤
王
者
調
」
に
含
ま
れ
る
履
歴
の
事
績
中
で
こ
れ
ら
の
活
動
が
判
然
と
す
る
の
は
、
岩
田
正
彦
・
川
原
塚
茂
太
郎
・
安
岡
権
馬
・
田
辺
家
勝
・
堀
内
安
春
・
大
石
円
・
片
岡
健
吉
・
土
岐
真
金
の
八
名
で
あ
る
。
（
庵
）
宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
（
吉
川
弘
文
館
一
九
七
三
）
四
六
六
頁
。
（
按
）
例
え
ば
、
最
近
、
吉
田
信
也
氏
・
谷
川
穣
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
一
九
日
付
杉
浦
重
剛
あ
て
田
中
光
顕
書
簡
に
よ
れ
ば
「
陳
は
旧
膳
所
藩
士
贈
位
之
事
ニ
関
シ
、
暫
時
得
拝
晤
度
候
間
、
明
廿
日
午
前
八
時
頃
一
番
町
官
舎
ヘ
御
枉
駕
被
下
度
御
願
申
上
候
」（「
杉
浦
重
剛
宛
書
簡
―
肥
前
国
高
来
郡
南
串
山
村
庄
屋
馬
場
家
文
書
よ
り
―
」『
史
林
』
第
九
四
巻
第
四
号
二
〇
一
一
）
と
、
七
月
四
日
に
向
け
諸
藩
の
「
志
士
」
へ
の
贈
位
措
置
の
準
備
が
宮
内
大
臣
の
田
中
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
暗
）
田
中
に
よ
る
旧
土
佐
藩
出
身
「
志
士
」
へ
の
贈
位
を
通
じ
た
顕
彰
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
維
新
の
記
憶
と
「
勤
王
志
士
」
の
創
出
―
田
中
光
顕
の
顕
彰
活
動
を
中
心
に
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
〇
四
号
二
〇
〇
七
）
を
参
照
。
（
案
）
前
掲
「
勤
王
者
調
」
四
ノ
二
所
収
、
上
田
宗
児
履
歴
。
（
闇
）
前
掲
「
維
新
功
労
者
調
関
係
書
綴
」（
県
庁
文
書
―
戦
前
Ａ
総
務
―
410
）。
（
鞍
）
同
右
。
な
お
引
用
箇
所
は
、
知
事
官
房
に
よ
る
高
知
県
知
事
へ
の
回
答
案
作
成
